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私たちは、６月１７日開催の貴部会（第７回）にむけて、６月１５日に意見書を提出しま

した。このときの配付資料を見ましたが、いろいろと「問題」があります。

一番大きな問題があるのは、愛知県地域振興部作成の「木曽川水系フルプランエリアにお

ける愛知県の水需給状況について」です。この資料を鵜呑みにしたのでは、まともな「中間

評価」はできません。中間評価を行うにあたって、用いるべきデータ資料に誤りがないこと

（誤魔化しや恣意的選択がないこと）は必須の条件です。

具体的な「問題」を指摘する意見書を、前回の意見書にも名を連ねた在間正史弁護士が作

成しました。

「中間評価」にあたっては、2004 年の全部変更当時の予測と現状との乖離から目を逸ら

さないこと（＝水需給の現況を直視すること 、及び現況と今後の予測のための資料が正確）

に作成されているかどうかの吟味が、まずはこの部会にとっての最初の重要な責務だと考え

ます 「専門家」としてこの部会の委員を委嘱された委員の皆様が、その責任への深い自覚。

もって、資料を厳密に精査なさることを切望いたします。

。 「 」さまざまな分野で大転換が迫られている昨今です この 木曽川水系フルプラン中間評価

が、国民の期待に沿うものであることを切に願い、再度意見書を提出します。

ご熟読のほど、お願い申し上げます。
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第７回国土審議会水資源開発分科会木曽川部会資料３

『木曽川水系フルプランエリアにおける愛知県の水需給状況について』の疑義

２０１０年６月２８日

導水路愛知住民訴訟

徳 山 ダ ム 訴 訟 弁護団

弁護士 在 間 正 史

１ はじめに

筆者は、「導水路はいらない！愛知の会」が2010年6月15日に提出した意見書

のなかで、「２．木曽川水系第Ⅳ次水資源開発基本計画 木曽川水系連絡導水路

供給地域の検討」と題して意見を述べた（以下「6月15日意見書」という）。

その後、第７回の国土審議会河川開発分科会木曽川部会が開催され、配付資料

が公開された。その配付資料のなかに、資料３[３]愛知県として、愛知県地域振

興部『木曽川水系フルプランエリアにおける水需給状況について』（以下「第7

回愛知県水需給資料」という）があった。第7回愛知県水需給資料は、①負荷率

についての実績の検証、②水需要実績と供給可能量の検証において、用いるべき

データ資料を誤っており、そのため誤った検証結果となっている。

以下において、そのことを明らかにするとともに、これに関連する同部会配付

資料2-2『木曽川水系における供給能力』における「供給可能量の評価」につい

ても意見を述べる。

２ 負荷率について

(1) 第7回愛知県水需給資料は、「負荷率について（実績の検証）」と題して、木

曽川水系の愛知県水道用水関係の負荷率を図にして示し、その内の73.8％（昭

和61年度）、75.4％（平成7年度）、73.7％（平成12年度）について「負荷率の

低い年度の検証」として説明をしている。

(2) しかし、木曽川水系の愛知県水道用水受水地域の尾張地域と愛知用水地域の

負荷率は、統計資料である愛知県『愛知県の水道 水道年報』の第10表の負荷
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率（計算結果から同表の「実績日平均」と「実績日最大」によると判断される）

は図１の通りである。負荷率が73.8％（昭和61年度）、75.4％（平成7年度）、

73.7％（平成12年度）であったことはない。

2004年に全部変更された木曽川水系第Ⅳ次水資源開発基本計画（以下、「木

曽川水系第Ⅳ次(04年)フルプラン」という）の愛知県地域の需給想定は愛知県

『木曽川水系における水資源開発基本計画需給想定調査調査票（都市用水）愛

知県(木曽川水系) 平成16年3月』（以下「愛知県需給想定調査」という）に基

づいている。愛知県需給想定調査では、表１のように、平成12年度の愛知県水

道用水受水地域の「尾張地域及び愛知用水地域」の負荷率は84.3％であって、

73.7％ではない。そして、愛知県需給想定調査の負荷率は概ね各年度の『愛知

県の水道 水道年報』の値と同じである。

上記の愛知県の「負荷率について（実績の検証）」と題する説明は、正しい

データ資料に基づかない誤った説明である。愛知県が実績に基づいて負荷率を

検証するならば、用いるべきデータ資料は愛知県需給想定調査で用いたもので

あり、その出所である自らが統計資料としてまとめている各年度の愛知県『愛

知県の水道 水道年報』のものであって、愛知県はこれらを用いて実績の検証

をしなければならない。

(3) 図１のように、木曽川水系の愛知県水道用水受水地域の尾張地域と愛知用水

地域の負荷率は平成9年度以降は、毎年83％を超えて上昇傾向にあり、近年５

年は86％を超えて88％に迫っている。これに対して愛知県需給想定調査での負

荷率の平成27年度想定値は、尾張地域は80.6％、愛知用水地域は79.5％、尾張

地域及び愛知用水地域は80.1％であり、名古屋市を含めた木曽川水系全体では

77.0％であるが、これらは12年以上前の平成7年度以前のものに相当する値で

ある。

木曽川水系愛知県地域の負荷率は、基準年の平成12年度以降、特に最近の実

績は、以前とは異なっていて、明らかに負荷率が高くなる傾向が生じているこ

と、また、愛知県需給想定調査での値は過小で使用できない状態になっている

ことが実績によって検証されるのである。

３ 水需要実績と供給可能量について
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(1) 第7回愛知県水需給資料は、「水需要実績と供給可能量 木曽川水系依存量」

と題して、木曽川水系依存の供給可能量と基準年である平成12年度後の水需要

実績とを比較している。水道用水について、「2/20安定供給可能量」が24.43m

3/s、H19年度末水利権量【利用可能量】が37.36m3/sとして、平成13年度以降

の需要実績や平成27年度需要想定量32.37m3/sと比較をしている。

この「2/20安定供給可能量」とは、第７回木曽川部会配付資料2-2『木曽川

水系における供給能力』の「供給可能量の評価」において「安定供給可能量（2

/20）」とされているものであり、注によれば、「安定供給可能量（2/20）」等

は、「一定の前提条件の下でのシミュレーションをもとにした供給可能量であ

る」と説明されている。

(2) 愛知県需給想定調査では、表１のように、木曽川水系依存量の長良川河口

堰（利用されている長良導水を除く）と徳山ダムを除いたものの供給可能量は、

「2/20安定供給可能量」では24.43m3/s、開発水量では37.36m3/sとなっている。

しかし、表１のように、尾張地域の水源内訳のうち市町水源の自流と地下水

が愛知県需給想定調査では合計2.3m3/sとなっているが、実際は平成19年度末

で3.37m3/sであり1.07m3/s少なくなっている。資料１のように尾張地域の水道

用水の供給能力は日量804,667m3であり、そのうち愛知県水道用水の供給能力

は資料２のように日量513,000m3であって、残りの291,667m3が市町水源の供給

能力である。これを愛知県需給想定調査の給水量から河川取水地点取水量への

換算式で河川取水地点取水量に換算すると、表１の修正のように3.37m3/sにな

る。

また、同様に、6月15日意見書でその資料１、２を示して述べたように矢作

川水系の市町水源（自流と地下水）の供給量が実際には3.48m3/s（301,000m3/

日）あるのに2.01m3/sと過小になっていて、矢作川水系では自己水系だけ現状

はもちろん平成27度需要想定量に対しても供給が可能である。したがって、味

噌川ダムの西三河送水は不要で、開発水量では1.756m3/s、「安定供給可能量」

では1.48m3/sが木曽川水系で使用できる。

よって、表１の修正のように、木曽川水系依存の利用可能水源の供給可能量

は、開発水量では39.91m3/s、「2/20供給可能量」でも26.98m3/sある。

需要実績は図２のように、平成13年度の26.27m3/sから概ね年々減少傾向で
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あり、平成19年度には24.46m3/sになっている。到底、平成27年度に需要想定

の32.32m3/sにならないこと、また、既に上記「2/20安定供給可能量」26.98m3

/sを下回っていて「未活用」の徳山ダムと長良川河口堰が不要になることが検

証されている。

(3) 上記のように、第７回木曽川部会配付資料2-2『木曽川水系における供給能

力』の「供給可能量の評価」において「安定供給可能量（2/20）」等は、「一

定の前提条件の下でのシミュレーションをもとにした供給可能量である」と説

明されているが、これ以上の説明はなされていない。

「一定の前提条件」とは何であろうか。

資料３は、木曽川水系のフルプラン施設の安定供給可能量を計算した国土交

通省『木曽川水系フルプラン施設実力調査 平成１６年』の利水計算概要の部

分である。ここに、計算の前提条件が記載されいる。この計算では、開発水量

の取水をすることが前提条件となっている。また、成戸や今渡等での取水とダ

ム貯留の制限流量の下で取水することが前提条件となっている(注)。

しかし、木曽川では、木曽川総合用水・岩屋ダムについては、開発水量中、

成戸掛かりのうちの愛知県工業用水2.52m3/sと岐阜県工業用水3.13m3/ｓの工

業用水および川辺掛かりのうちの岐阜県工業用水1.0m3/sは水利権がなく、ま

た成戸掛かりのうちの三重県工業用水2.0m3/ｓは供給施設がなく、以上工業用

水合計8.65m3/sは全く取水がされていない。さらに成戸掛かりのうちの名古屋

市水道の約5.0m3/sは実際には取水がされておらず、その他水利権はあるが実

際には利用のための取水がされていない水量が少なくない。上記利水計算は、

実際の取水量によるのではなく、取水されず利用されていないものをも取水す

ることを前提条件として供給可能量を計算しているのである。

このことの乖離を示したのが「平成１７年渇水」である。配付資料2-2の「供

給可能量の評価」においては、木曽川総合用水（岩屋ダム）の開発水量39.56m

3/sに対して、平成17年は12.28m3/sの供給可能量しかないと記載されている。

愛知用水（牧尾ダム）の開発水量10.31m3/sに対する平成17年7.32m3/sの供給

可能量よりも厳しい評価をしている。ところが、第7回愛知県水需給資料の「３.

近年の渇水状況」によれば、岩屋ダムの取水制限は33日間であり、牧尾ダムの

177日間を大きく下回っている。もし、配付資料2-2の「供給可能量の評価」が
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正しければ、岩屋ダムは牧尾ダムよりももっと厳しい取水制限が行われなけれ

ばならないはずである。

したがって、岩屋ダムの供給実力は近年2/20の昭和62年度において開発水量

の約44％と説明されているが、実際には取水されていないものも取水の前提条

件にして計算しているもので、制限流量の切下げによる自流取水の拡大を別に

しても、実際の供給には問題がないのである。

よって、「一定の」前提条件という内容が全く不明なものでなく、前提条件

の内容を説明すべきである。第８回木曽川部会において、第７回木曽川部会配

付資料2-2『木曽川水系における供給能力』の「供給可能量の評価」において

「安定供給可能量（2/20）」等は、「一定の前提条件の下でのシミュレーショ

ンをもとにした供給可能量である」と説明したが、この「前提条件」の一つは

開発水量の取水ことであり、そのなかには水利権がなかったり使用されないな

どで取水されていないものが含まれていることを説明すべきである。また、「前

提条件」は、さらに、降水量が近年よりも比較的多く河川流況が豊かであると

きに設定された取水及びダム貯留の制限流量であることも説明すべきである。

(注)成戸等の現在の取水等の制限流量は、配付資料2-2の「木曽川水系の年降水

量の経年変化」において、降水量が比較的多く河川流況が豊かであるときに設

定されたものであるが、近年は降水量が減少傾向にあり河川流況が変化してい

るという説明の通りであれば、これらの制限流量も見直しをして、特に成戸で

の木曽川総合用水･岩屋ダムの取水は自流取水していた農業用水を縮減してそ

の分を都市用水に振り替えたという経過を踏まえた見直しをして、制限流量の

切下げをして自流取水を拡大する見直しが必要となる。
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愛知県『愛知県の水道 水道年報』各年度版、『木曽川水系における水資源開発基本計画需給想定

調査調査票（都市用水）愛知県(木曽川水系) 平成16年3月』、『木曽川水系フルプランエリアにおけ

る水需給状況について』より作成

図２　木曽川水系愛知県地域　需要実績と 供給可能量（利用可能水源）

37.36
39.91

24.43
26.98 26.27 26.57 26.21 26.03 25.30 25.89 24.46

32.37

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

フ
ル

プ
ラ

ン

開
発

水
量

正
し

い

開
発

水
量

フ
ル

プ
ラ

ン

「
近

年
2
/
2
0
」

供
給

可
能

量
正

し
い

「
近

年
2
/
2
0
」

供
給

可
能

量

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

Ｈ
1
７

(0
5
)

Ｈ
1
8

Ｈ
1
9

Ｈ
2
0

Ｈ
2
1

Ｈ
2
2
(1

0
)

Ｈ
2
3

Ｈ
2
4

Ｈ
2
5

Ｈ
2
6

Ｈ
2
7
(1

5
)想

定

取水量 ?/s

図１　負荷率　 愛知県水道用水供給地域
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表１　供給想定水源　内訳と そ の 修正 単位：m3/ｓ

2015(H27)
需要想定

開発水量
供給実力
(近年2/20)

開発水量内訳 備考
開発水量
除安定供給

供給実力
(近年2/20)
除安定供給

修正
開発水量
除安定供給

修正
供給実力
(近年2/20)
除安定供給

備考

愛知用水地域
指定水系内水資源開発施設 7.79 10.81 7.79 牧尾ダ ム 2.594 2.59 1.82 2.59 1.82

阿木川ダ ム 1.102 1.10 0.63 1.10 0.63
味噌川ダ ム 1.013 西三河暫定送水1.756差引後 1.01 0.85 1.01 0.85
長良川河口堰 3.800 0.94は安定供給水源0.71 2.86 2.15 2.86 2.15
徳山ダ ム 2.300 安定供給水源1.63

自流 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
地下水 0.27 0.27 0.27 0.27 0.27 0.27 0.27
そ の他 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
そ の他水系 0.19 0.19 0.19 0.19 0.19 0.19 0.19
合計 8.25 11.27 8.25 8.03 5.91 8.03 5.91

13.03 9.73 西三河暫定送水1.756戻し後 9.79 7.39 9.79 7.39

西三河地域
指定水系内水資源開発施設 1.32 1.76 1.48 味噌川ダ ム 1.756 愛知用水から 暫定送水 1.76 1.48 1.76 1.48
自流 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
地下水 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
そ の他 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
そ の他水系内
　水資源開発施設 4.43 4.43 4.43 4.43 4.43 4.43 4.43
自流 1.14 1.14 1.14 1.14 1.14 市町水源＊
地下水 0.87 0.87 0.87 0.87 0.87 3.48 3.48 3.48
合計 7.76 8.20 7.92 8.20 7.92 9.67 9.39

尾張地域
指定水系内水資源開発施設 6.58 11.74 6.58 木曽川総合用水 7.220 岩屋ダ ム 7.22 3.18 7.22 3.18

長良川河口堰 4.520 安定供給水源
自流 0.42 0.42 0.42 市町水源 0.42 0.42 市町水源＊
地下水 1.88 1.88 1.88 市町水源 1.88 1.88 3.37 3.37 3.37
そ の他 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
そ の他水系 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
合計 8.88 14.04 8.88 9.52 5.48 10.59 6.55

名古屋地域
指定水系内水資源開発施設 7.87 15.44 7.87 木曽川総合用水 11.940 岩屋ダ ム 11.94 5.25 11.94 5.25

味噌川ダ ム 0.500 0.50 0.42 0.50 0.42
長良川河口堰 2.000 安定供給水源1.50
徳山ダ ム 2.000 安定供給水源0.70

自流 7.56 7.56 7.56 7.56 7.56 7.56 7.56
地下水 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
そ の他 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
そ の他水系 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
合計 15.43 23.00 15.43 20.00 13.23 20.00 13.23

木曽川水系（愛知用水・尾張・名古屋市） 合計 37.36 24.43 38.43 25.50
同　西三河送水戻し後 39.91 26.98
＊修正開発水量と修正供給実力における自流と地下水は市町水源としてまとめて記載した。
愛知県『木曽川水系における水資源開発計画需給想定調査調査票（都市用水）平成16年3月』「水道用水2-2供給想定水源内訳の 設定根拠」、『愛知県の水道 水道年報』平成12、19年度より。
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資料１

愛知県『愛知県の水道 水道年報』平成19年度より
804,667
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資料２

愛知県『豊かな暮らしを支える県営水道』平成22年5月より

513,000
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資料３

国土交通省『木曽川水系フルプラン施設実力調査 平成１６年』より




